
 

 

 

　　　　１０月１２日に翠城祭体育の部を開催しました。好天のもと、多くのご家族の方々が参観に来校され、盛
況の中、生徒たちが躍動しました。文化の部と同様に、生徒たちが主体となり、運営し作り上げた行事と
なりました。スローガン「躍動✕創造　〜ひとつになる瞬間〜」を達成感とともに味わえたのではないでしょ
うか。ここに翠城祭を振り返っての実行委員長、副実行委員長の二人から生徒の皆さんへのメッセージを
紹介します。 

　実行委員長　奥澤　遥人　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　翠城祭お疲れ様でした。
最後の翠城祭を無事に成功できて良かったです。自分が翠城祭実行委員長という形で関われて本当
に良かったなと思っています。今年度に入り本格的に翠城祭に向けての準備が始まり、その準備や練
習を仲間たちと一生懸命できて本当に楽しい期間だったなと思います。こうして翠城祭が成功できたの
は先生方の協力や我々に付いてきてくれた1.2年生の協力あったからです。本当にありがとうございま
した。自分は今年のメンバーで翠城祭ができたことがとても嬉しかったです。最高の文化・体育の部。そ
して本部、副委員長、各委員長たちをはじめ、胸を張って最高の3年生だったと言えます。それぞれが
自立して動き協力していく。仕事量も多く忙しいときでも支え合えたからこそ最高だったと心から言うこと
ができます。自分はこのメンバーでできたからこそ今年の翠城祭が成功したし思い出に残り続けるもの
になったと思います。私はそんな３年生を誇りに思います。この先の翠城祭は今の1. 2年生が率いてい
きます。今年の3年生の背中をみて、今年の翠城祭を超えるようなものを創り上げてください。 

　副実行委員長　松森　咲希 
　私はこの翠城祭を通して、「フォロワーシップ」の大切さを改めて学ぶことができました。翠城祭のよう
な大きな行事などでは、リーダーの存在が重要になってきますが、フォロワーの大切さも同時に感じる
ことができました。今年の文化の部は、４０周年ということで、特別にもみじホールでの開催となりまし
た。会場でのリハーサルが一切ない状態で本番を迎えたのにもかかわらず、素晴らしい文化の部に
なったと思います。それは、リーダーはもちろん、フォロワーである生徒全員が協力し、より良いものを
築こうとした結果だと思います。また、体育の部では、自分以外の人が競技に取り組む姿を全力で応援
している生徒が多く見られました。この一人ひとりの応援により、体育の部が成功したのだと感じまし
た。私が思うフォロワーシップとは、このような大きな行事だけではなく、日常の生活から取り組むことが
できるものだと考えます。誰かが話しをしているときに相槌をうつなど、小さなことから意識していくこと
ができます。フォロワーシップは、リーダーたちが安心できたり、自信につながることがわかりました。実
際、私も多くの生徒からのフォロワーシップを受け取り、より自分に自信が持てるようになりました。こう
したフォロワーシップを増やしていき、これからの中沢中学校をより良い環境にしていきたいと思いま

す。　　　　 
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